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＜研究動向＞　崖葬墓調査の進展

　2017 年 5 月から 2 か月間、モンゴル国立博物館

で特別展「岩の墓室の文化」が開催され、展示図録

が刊行されている。特別展はホブド県
アイマク

ミャンガド郡
ソム

のオルド・オラーン・ウネート・オール崖葬墓と同

県ムンフハイルハン郡
ソム

のウズール・ギャラン崖葬墓

(Үзүүр гялан) から出土した資料を展示した展覧会

であり、乾燥ミイラと共に両墓から出土した保存状

態が良好な馬具、衣類などの出土資料は大きな関心

をよんだ ( 図録表紙にも掲載されているウズール・

ギャラン崖葬墓のブーツは「崖葬墓から出土した

“ アディダス ” の靴」として報道がなされた。上の

写真はオルド・オラーン・ウネート・オール崖葬墓

出土の鞍 )。なお、モンゴルアルタイで多く確認さ

れている崖葬墓、そしてチュルク期に特徴的な墓と

して指摘されてきた被葬者の隣に馬を陪葬した馬殉

葬墓の調査・先行研究については、近年ムンフバヤ

ル [Mönkhbayar et al. 2019] がウズール・ギャラン

崖葬墓の報告の前置きとしてまとめている。( 大谷 )


